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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，中性子数うN＝127の偶奇核ラ2呈ξRa1。。および2駅n。。。につきヨ核分光学的手法を用い

て，その励起準位の性質をはじめて明らかにするとともにラスピン角運動量および反転性が五5／2’

の準位に着目し，上記以外のN＝亙27偶奇核にも見られるこの準位の性質について、明快な見解を示

したものである。

　この実験を行うに当ってラ著者は、刎6Pb（12Cヨ3n）215Ra＊および208Pb（9Be，4n）213Rn＊反応を

利用して、215Raおよび213Rnの励起状態を生成している。この励起状態の崩壊にともなって放出され

る放射線についての観測1測定量はヨ

遅発アルファ粒子およびその励起関数、

γ一線スペクトルとその励起関数，

カスケード崩壊によって放射されるγ一線の同時計測ヨ

放出γ一線の角度分布および直線偏光性，

励起準位の寿命

等である。著者はこれらの測定結果に基づいて，215Raおよび213Rnのγ崩壊形式を確立しヨこの両者

にっき、21／2＋までの励起準位のスピン値および反転性を同定し得た。このうちヨ15／2．の準位

については、その寿命測定によりγ一線の遷移強度ヨB（E3）を導出し、2工5Raおよび213Rなのそれ

ぞれにつきヨその値は，ワイスコッフ単位で計って（34±！）および（38±5）という大きな値を



得ている。著者は。この事実が言浜本の提唱した「粒子一振動結合模型」の考えで理解できること

を示すとともに、215Ra，213Rn以外のN：127偶奇核についても，既存の実験結果を援用して検討を

加えヨ浜本模型の普遍的妥当性を検証し得たとしている。さらに著者は、実験上の問題点が多少残っ

ていると前置きしながらも里21／2＋の励起準位には、15／2一準位よりも高次の8重極振動が関与

していることを示唆している。

　なおヨこの種のラ不安定核の構造を調べる実験においては、その測定精度を向上させる過程で多

くの困難に遷遇するが，著者はヨ広い範囲にわたって繰り返し周波数を変えることのできるラビー

ム1パルス化装置を開発して加速器に付加設置しラまた9Beイオンを有効に生成させる方法を開発す

るなどラ実験技術上の工夫を凝らして研究を遂行し得たと強調している。

審　　査　　の　　要　　冒

　二重閉殻の核種29婁Pb、。。およびその周辺の核の構造はう一般的には，粒子的描像の殻模型で記述で

きることが知られているがヨー方醐Pbの3一励起準位に見られる8重極振動のような集団運動的振舞

も知られている。したがって，この周辺の核の構造を正確に記述するにはヨこのような集団運動が

核の粒子的描像におよぼす効果を知ることが不可欠である。この種の研究としては，浜本の提唱し

た「粒子一振動結合模型がありうこれによって，部分的には既存の実験事実を説明し得たが、この

模型の普遍性についてはラ未だ実験による検証が確定していない。これは。本論文の記述にもある

ようにヲ前記核種の領域で不安定核を有効に生成しヨまた極めて短い寿命の間に質の良い測定を完

結するという実験技術上の困難が大きいためである。

　著者は、この実験技術上の困難を克服し、研究の実行を可能ならしめた。このことは，上記集団

運動の効果がN＝127偶奇核に，より顕著に現れるとして核種を選定した著者の着眼点とともに高く

評価される。

　著者は、実験結果よりヨN＝亙27偶奇核の構造として，「粒子一振動結合模型」の普遍妥当性を示

したが害これは，この領域での核構造研究の基本的指針を示唆するもので、学問的に大きな意義が

ある。さらに，閉殻から変形核への核の性質の相転移に関与する高次振動形態の追及はヨ現在核構

造理論の中心課題でありヨ8重極振動に関する著者の示唆は，学問上重要な問題提起としての価値

が高い。

　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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